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助教授には、御助言と御指導を頂きました。心より御礼 

申し上げます。
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日本にもコウキクサは分布する

角 野 康 郎

表題を見て奇異に思われた方もあるに違いない。なぜ 

なら、コ 勺 キ ク サ Lem na  znfnor L . は、昔から日本の 

どの図鑑にも載っている植物だからである。ところが、 

スイスのランドルト博士が1986年に発表した世界のウキ 

クサ科のモノグラフ（L ando lt,1986)で日本にはieznna 

m in o rs分布しないということになったのである0 日本 

の図鑑によるとコウキクサの特徴のひとつは「葉状体の 

下面は帯紫色」 （大井、1965 ; 北村他、1964)あるいは 

「根のつけ根周辺に紫紅色または紫茶褐色の斑紋がある」 

(大滝•石戸、1980)などとされているが、これは欧米

に分布するL. m ino rにはない特徴で、日本産の「コウ 

キクサ」は新種Leznnaノ•aponica L andoltとして取り扱 

われることになった。この新種にはムラサキコウキクサ 

の和名が与えられている〇(別府他、1985)。ランドルト博 

士によると、コウ牛クサ（ム zninorの意味での）と厶 

ラサキコウキクサの分布は図1 のようで、コウキクサは 

日本には分布しないことがわかる。

ところで私は、日本のァオウキクサ属を調べながら、 

ランドルト博士の結論に鵬が!/、かなかった。博士の見解 

を受け入れ、さらに最近の国内における研究（別府他、 

1985ほか）を考慮にいれると、日本には次の6 種 1亜種 

のァオウキクサ属植物が分布することになる。

アオウキクサ L. aoukikusa  Beppu et M urata

図1 . ムラサキコウキクサとコウキクサの分布 （ Landolt, 1986による，転載承認済）。 

(・）コウキクサ， （★ )ムラサキコウキクサ
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ホクリクァオウキクサ L. aoukikusa

subsp. hokurikuensis  Beppu et M urata

ナンゴクァオウキクサ L. aaquinoctialis Welw. 

イボウキクサ L. gibba  L.

ムラサキコウキクサ L. japordoa  Landolt 

ヒナウキクサ L. m inuscida  Herter 

ヒ ン ジ モ ム trisuloa  L.

しかし、私はこれらのいずれにも該当しないァォウ牛 

クサ属植物を各地から採集し、これはんm in o rに違い 

ないと思い続けてきた0

折しも今年の8 月、横浜で開かれた第5 回国際生態学 

会議にランドルト博士が来日されたのを機に、私が観察 

してきたことを説明し、博士の意見を求めた0 その結果、 

実物を検討したいということになり、早速、神戸近郊 

で採集した問題の浮草を送っておいた。先日、結論とし 

てこれはコウキクサJLemna m inor  L . に間違いないと 

いうご返事をいただいた0 こうして日本にもコウキクサ 

が分布することがあらためて確認されたのである。

ランドルト博士によると日本のコウキクサは帰化であ 

ろうとのことだが、私は自然分布であると思っている。

これは今後の分布調査によって明らかになるであろう。 

コウキクサの同定は、さく葉標本よりも生品を見るのが 

確実である0 私の手元にある材料であらためて確認でき 

たコウキクサの分布は、中部、近畿、中国の各地方にわ 

たるが、実際には、日本じゅうにあると思う。外国にお 

ける分布から考えても、東北地方ら北海道には、むしろ 

普通なのではないか。会員の皆さんには、ぜひ注意して 

いただきたいと思う。

念のため、従来の図鑑のコウキクサに関する記載で間 

違っている点を訂正しておく。

1 コウキクサの葉状体の裏あるい(斜艮の付け根が紫 

色を帯びるというのは誤りである。もし紫色を帯びてお 

れば、それはムラサキコウキクサである0

2 .コウキクサが殖芽を作って越冬する（大滝•石戸、 

1980)というのも誤りである。本当のコウキクサは常緑 

である。ァオウキクサは冬になると消えるので、冬に生 

育している浮草があれば、コウキクサの可能性を疑って 

みる必要がある0 むしろ冬から春にかけての季節こそコ 

ウキクサをみつける好期である。

コウキクサは葉状体が円形〜広卵形で表面には光沢が 

ある。そしてやや厚みがあり表面の中脈上には3 個ほど 

の小突起が認められる。根鞘に翼がないというのもアオ

ウキクサから識別する有力な特徴である。
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【追記】 この原稿を書いた後、11月末に所用で筑波大 

学へ出かけた0 その帰路、土浦市に立ち寄り、霞ヶ浦周 

辺のハス田に生育する浮草を採集することができた。さ 

て、その浮草であるが、ハスも枯れた初冬にあざやかな 

緑色のマットを形成して群生していたのは、車窓からの 

予想どおりコウキクサに相違なかった。これで関東地方 

にもコウキクサが分布することがあらためて確認できた。

本会報10頁に述べられている新潟県の「ァオウキクサ」 

鈍頭型はハス田に多いとのことだが、私はこれもコウキ 

クサに違いないと推測している0 本文中にも書いたが、 

多くの植物が枯れる冬こそコウキクサを発見する好機で 

ある。野外を歩かれるときは、あるいは車窓から、ぜひ

“冬も消えない浮草”に注目していただきたい。
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